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編集
後記

　今年の内分泌外科学会は関西医科大学の松田公志教
授が会長で，大阪千里で行われました。懇親会は会場
内のポスターを見ながら行われ，和やかな雰囲気の中，
学術的にも充実した会でした。会場に隣接した阪急ホ
テルは予約がとれず，秘書がとってくれた別の阪急ホ
テルは学会場から少し距離があり，ホテルにチェック
インした時はすでに深夜でした。
　翌朝寝ぼけながら，レースのカーテンをあけて窓の
外を眺めた瞬間，眼の中に飛び込んできたのは「太陽
の塔」でした。そうか。このホテルは万博の会場跡地
に隣接して建てられて当時話題になったホテルであっ
たことに気づきました。自分の頭のなかで，視界に入っ
た建造物が太陽の塔であることを認識するのに時間を
要した気がしました。それと脳が認識するには太陽の
塔という名称が必要であり，名前がわかることによっ
て，脳は認識を終えて「安心」したことがわかりまし
た。
　何故こんなことをくどくどと述べるかと言います
と，皆様も同じ印象を持っていらっしゃるかも知れま
せんが，「太陽の塔」はどうみても違和感を覚える建
造物だからです。小学生だった私が感じた印象は 40 
年の時を経ても変わらないことにむしろ驚きました。
作者岡本太郎は，子供にも大人に対しても安住を許さ
ない挑戦状を叩きつけているような気がします。
　そもそもこの建造物は何なのか。この異様さは喩え
ようがないし，太陽の塔という名称も意味不明です。

鳥のようでもあるが，お腹に顔があり，背中側に太陽
の絵があります。近づいて眺めますと，猫背であるこ
とに愛嬌を感じました。そういえば，ウイスキーの宣
伝で，岡本太郎は「グラスの底に顔があってもいいじゃ
ないか。」と言っていたことを思い出しました。グラ
スの底に顔が彫ってあれば何となく落ち着かないのが
当然だと思います。
　「それは異次元宇宙の彼方から突如飛来し，ずうんと
大地に降り立って動かなくなり，もう我々人類には手
のほどこしようもなくなってしまったという雰囲気が
漂っていた。あまりに滑らかに彎曲する体格（中略），
ことごとく我々の神経を掻き乱さぬものはない。」（森
見登美彦著：太陽の塔，新潮文庫）と表現されていま
す。小説「太陽の塔」は京都の学生の思い込みの激し
さと妄想癖を小説にしたものです。主人公はある女性
を好きになり，ストーカー的な行動に終始します。私
にとっては読後感が悪く，その後私は同じ作家の小説
は読まず，文庫もすぐに古本屋に持って行きました。
この編集後記を書きながら，今やっと作者のプロット
に気づきました。この読後感の悪さ，共感を呼ばない
違和感ゆえに作者は「太陽の塔」というタイトルをつ
けたこと，それを見越して作者はこの小説を書いたこ
とです。上記の引用を書き写すために，私はまた新潮
文庫を買ってしまいました。これも作者の企てだった
かもしれません。

（大家基嗣）
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